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図１ AI による領域分け 

（上）元画像（下）領域分け結果 

図２ RTF 市街地フィールドの三次元構造復元結果 
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近年多発する自然災害では、被災地にお

いて土地や家屋の被害状況を迅速に確認す

ることが重要です。この場合、被災地に容

易に近づけないことからこれらの状況を遠

隔地から把握する必要があります。 

ました。○○○○○○

      

ロボットビジョン技術（AI、三次元構造

復元）と５Ｇ通信技術を市販ドローンに組

み込み、簡易型災害対応ドローンの実演シ

ステムを試作し、福島ロボットテストフィ

ールド（以下、RTF）で AI、三次元構造復

元、映像伝送に関する実証実験を行いまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年度は、ドローン搭載のカメラで

取得した画像から、AI により家屋、道路、

瓦礫に領域分けを行うシステムを開発しま

した。（図１）また、取得した画像から

RTF 市街地フィールドの三次元構造を復元

しました。（図２）これらの技術をドロー

ンに組込み、実演システムを試作しまし

た。さらに、企業が独自に AI による領域

分けや三次元構造復元、映像伝送を行うた

めのハンズオン講習会を行いました。 

令和 5 年度は映像伝送システムと統合

し、遠隔地でリアルタイムに AI 解析及び

三次元構造復元処理を行うことができるシ

ステムを開発します。 
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・「ロボットビジョン技術を搭載したドローン実演機の試作とＲＴＦでのフィールド
実証（第２報）」 
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